
 

 日本学術会議主催学術フォーラム 

アジアの経済発展と地球環境の将来 
人文・社会科学からのメッセージ 

歴史的に地域固有の環境のなかで生じたアジアの経済発展は、いまや地球環境にも大

きな影響を及ぼしている。この地域はグローバルな課題にいかなるイニシアティブを発揮

できるのか。理系の専門家も加えて、文理融合型研究の可能性を探る。 

平成２６年1月11日（土） 13：30～１７：３０ （開場13：00） 

日本学術会議講堂（東京メトロ千代田線乃木坂駅下車5番出口徒歩1分） 

入場無料、先着順、問合せ先： environment2014111@gmail.com 

撮影：清水展 

プ ロ グ ラ ム 

開会の挨拶 山本眞鳥（日本学術会議第1部会員、法政大学教授） 

問題提起・司会 杉原薫（日本学術会議第1部会員、政策研究大学院大学教授） 

報告 

植田和弘（京都大学教授）「アジア経済と地球環境－長期的展望」 

田中耕司（日本学術会議第1部会員、京都大学教授）「モンスーンアジアの生態と生存基盤－歴史的展望」 

佐藤仁（東京大学准教授）「アジアにおける天然資源管理と国家・社会関係の比較分析」 

佐藤孝宏（国際稲研究所（IRRI,フィリピン）研究員）・峯陽一（同志社大学教授） 

「生存基盤指数が見せる世界－地球圏・生命圏・人間圏の持続可能性」 

パネルディスカッション  

 コメンテータ 安成哲三（日本学術会議第３部会員、総合地球環境学研究所長） 

     氷見山幸夫（日本学術会議第３部会員、北海道教育大学教授） 

閉会の挨拶 広渡清吾（日本学術会議前会長、連携会員、専修大学教授） 

企画：日本学術会議第一部国際協力分科会 

後援：東南アジア学会、社会経済史学会、 

GRIPS新学術領域「新興国の政治と経済」 

プロジェクト、地域研究コンソーシアム（JCAS）、 

総合地球環境学研究所、アジア政経学会 



開 催 趣 旨 

 

過去 20 年ほどのあいだに、成長アジアは、世界でもっとも多くの資源・エネ

ルギーを輸入する地域になってしまった。いわゆる無資源国だけではなく、かつ

ての資源国もほとんどが資源の輸入国に転じたからである。他方、東アジアでは、

欧米を中心に発達した資本集約的・資源集約的な工業化がそのまま移植された

のではなく、比較的労働集約的で資源節約的な技術が発達してきたので、エネル

ギー集約度（GDP１単位を産出するためのエネルギー消費量）は低い傾向にあっ

た。日本のエネルギー節約型技術は現在でも世界をリードする水準にある。こう

して、東南アジア、南アジアを含む広域アジアは、いまや生産者としても消費者

としても世界の資源・エネルギーの需給関係を規定する存在になりつつある。 

 

言うまでもなく、モンスーンアジアは、ヒマラヤ山脈を焦点とする、地球最大

の水・熱循環を作り出しており、そこに世界人口のほぼ半分が居住している。そ

れは、熱帯・温帯といった区分を超える、文明と経済の大きなまとまりを歴史的

に形成してきた。現在では、この地域が全面的に工業化・都市化しつつあり、そ

こでの資源・エネルギー利用が世界経済の動きを律しはじめているのである。 

 

アジアの成長が牽引する世界経済の姿は、地球環境にどのような影響を与え

ているのか。また、アジア地域が長期にわたって、固有の環境のなかで形成して

きた経済発展径路は、それが地球環境全体に影響を及ぼし始めたとき、その将来

をどのように規定するのであろうか。本シンポジウムでは、この問題に関わるい

くつかのテーマについて深い思考を続けてきた専門家に、将来も見通した長期

展望を論じてもらい、現在の認識水準を共有したい。 

 

なお、討論では、理系の専門家にも討論に参加していただいて文理融合型研究

の可能性を探るとともに、地球環境問題に関する新しい国際イニシアティブで

ある Future Earth に対し、日本の人文・社会科学がどのように関わっていくの

かについても手掛かりを得たいと考えている。 
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